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東京海上保安部● 東京管内船舶海難発生状況
【令和５年 船舶海難発生状況（東京管内）】

【令和５年 船舶海難発生状況（三管内）】 【令和５年 船舶海難発生状況（全国）】

１８隻
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 全国・三管区及び東京管内では、
プレジャーボートの海難が多い傾向

 東京管内死亡行方不明事故０達成
平成26年から9年連続発生０継続中!

 全国と比べ、漁船海難は少ない傾向
（三管区、東京管内共に）

（ ）死亡行方不明者数



東京海上保安部

事前点検整
備で防止で
きた海難が
多数!!

【海難種類別】令和元年～令和5年 過去5年
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● 東京管内船舶海難発生状況
【東京管内船舶海難発生状況】

【船種別】令和元年～令和5年 過去5年

９７隻
（０人）

【東京管内船舶海難発生状況 深堀 プレジャーボート海難】
ＰＢ海難【海難種類別】
令和元年～令和5年 過去5年

４４隻
（０人）

（ ）死亡行方不明者数

 16隻で乗揚海難が最多

 運航不能 14隻 内訳
機関故障 6
推進器障害 3
操船技能不足 1
舵故障 1
燃料欠乏 1
無人漂流（係留不備） 2



東京海上保安部● 東京管内人身海難発生状況

【令和５年 人身海難発生状況（東京管内）】

２７人

３７３人
1,798人
（939人）

（120人）

（16人）

 全国、三管区共にマリンレジャーに伴う海
浜事故が最多
東京管区は最小。
→東京港内に海水浴場等遊走海域が
ないため。

（課題）1都３県居住者による全国各地での
海難

＊船舶海難によらない乗船者の人身事故:海中転落、病気など
＊マリンレジャーに伴う海浜事故:遊泳中、サーフィン中など
＊マリンレジャー以外の海浜事故:自殺、負傷など

【令和５年 人身海難発生状況（三管内）】 【令和５年 人身海難発生状況（全国）】
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（1人）
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（61人）
（154人）

（199人）

（586人）



東京海上保安部

PB機関故障 等の未然防止のため、発航前点検の励行などの周知活動
一都三県（東京、埼玉、栃木、群馬）の居住者への啓発活動
各種ラジオ、公共交通機関、大型商業施設などを活用した周知活動

【発航前点検】 ※ You Tubeも展開

例年PBによる海難が多く、東京保安部管轄（1都3県）の居住者による海難も全国
各地で発生

●管内の海難特徴に応じた周知活動

【1都3県の小中高生を対象としたリーフレット】



東京海上保安部●三枚洲付近海域などでの乗揚げ注意

・・・プレジャーボート乗揚危険場所

・・・SUP / カヤック等の目撃場所

出艇場所や活動海域が分散し、傾向が掴みにくい・・・
⇒ 引続き情報収集して傾向把握

 乗揚危険度の高い海域やSUP等の集まる場所で効率的に安全啓発活動等を展開

特に乗揚の多い三枚洲等での指導 / SUP等の出艇・活動海域の情報を収集

（水上オートバイ含む）

（予定）令和６年度 官民合同パトロール

（7/20AM予定）



東京海上保安部●台風・低気圧等による走錨に起因する事故防止



東京海上保安部●東京港の運河利用のルール・マナーの周知

マリンアクティビティが増加し、2013年当時とは状況が変化 / 対応を検討・・・
協議会での検討を経て、本年7月下旬に公表予定

 2013年7月 行政や水域利用者、地域住民等が協力して運河のルール・マナーを策定

協議会で検討

 東京港の運河利用のルール・マナー検討会事務局
（東京都港湾局）作成

 本年7月下旬公表予定


